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群馬県難病団体連絡協議会

群馬県前橋市新前橋町13-12

群馬県社会福祉総合センター内

〒371-0843

　

TEL･FAX027-255-0035

　　

《群難連ホームページアドレス》

http://ｗｗｗ･g-nanbyo.server-shared.cｏｍ/

第12回療養医療相談会を前橋で開催

狩野先生 岡本先生 登田先生 坂入先生

　

今回も新型コロナウイルスの感染予防の環境整備に配慮して、昨年11月

20日（日）午後１時～３時に県社会福祉総合センターにて開催しました。

この機関紙は上毛新聞「愛の募金」の助成を受けて作成しています｡
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会場では、相談に来られた患者・家族に４人の先生にお応えいただきました。それぞれの病気につい

ての相談やご指導、また医療費助成制度・自宅療養についでの相談にも応じていただきました。

○神経難病・脳疾患（パーキンソン病・重症

　

筋無力症など）

　

〈老年病研究所附属病院

　

岡本幸市先生〉

　

パーキンソン病の患者・家族４組

一
・
‘
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○腎臓病・リウマチ・膠原病

　

〈群馬大学医学部附属病院

　

坂入徹先生〉

　

リウマチ・肝臓病・ベーチェット病・多発

　

性筋炎の患者・家族４組

　

●
μ

○脊椎・脊髄疾患（首から腰までの痛みやし

　

びれなど）

　

〈群馬脊椎脊髄病センター

　

登田尚史先生〉

　

頚椎後縦靭帯骨化症等の患者・家族３組

○医療ソーシャルワーカー

　

〈老年病研究所附属病院

　

狩野寛子先生〉

　

患者・家族４組

相談者の皆さんからの感想を一部紹介します。

・色々な話を聞いてもらい、今後やらなければならないことなど具体的な話が出来た。

・今の状態から今後の方向性について教えていただいた。

・今の自分の話を聞いてもらえて気が楽になった。

・ゆっくり本音で話が出来た。

来年度もコロナの状況をみながら開催予定です。

詳細は、機関紙、又は電話や群難連のホームページでご確認ください

ｇ
讐
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公明党との意見交換会に出席

　

県社会福祉総合センターにて、11月21日（月）

に「公明党との意見交換会」が開催されました。

　

公明党より水野俊雄県議、逆瀬川義久高崎市

議、高橋照代前橋市議、星野一広太田市議、安

力川信之渋川市議、山之内肇桐生市議、高橋久

美子みなかみ町議が出席されました。群難連か

ら萩原事務局長、リウマチ友の会角田支部長、

肝臓友の会福田支部長、膠原病友の会瀧本支部

長の４人で参加しました。

公明党との意見交換会

　

会場では、「令和５年度群馬県予算に対する要

望事項（内容は機関紙「群なんれん86号」９

ページをご覧ください）」を提出しました。 30

分という短い時間の中でしたが、各会からの要

望事項に質問をいただき、時間いっぱい回路さ

せていただきました。

　　　　　　　　　　　　　

(3)

県回病徊談塞回センター
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群馬大学医学部附属病院内にて、12月１日

（木）午後２時～３時に懇談会を開催しました。

県難病相談支援センターを統括している、群大

病院患者支援センター長の鈴木和浩先生、医事

課長

　

岡本博幸様、医事課副課長

　

加藤守様、

医事課福祉・連携係

　

湯浅昭弘様、群難連から

は水沼会長他４人が出席しました。

　

鈴木センター長をはじめ皆さんとお会いする

のは初めてとなりましたので、まずはそれぞれ

の自己紹介、業務内容についての説明を行いま

した。難病相談支援センターで受ける相談件数

は年間2,500件になるとのことでした。

　

水沼会長よりコロナ禍もありしばらくの間、

難病相談支援センターとの連携がとれていな

かったため、今後はご協力いただき連携をお

願いしたいことを伝え、鈴木センター長より

「今後は連携をとりながら、群難連の相談事業

が幅広く展開できるよう協力をしたい」との

心強い言葉をいただきました。今後の連携に

ついて具体的な話し合いができるよう、定期

的に懇談会を開催する確約いただき終えるこ

とができました。

難病のこと一緒に考えましょう

群馬県難病相談支援センター

ｅ⑥忽顎忽忽⑥・④⑥(?)②

づ，4日談無料受付時間平日9:00-15:30

群馬県難病相談支援センター・難病医療ネットワーク
く

　

群馬大字医学部附属病院外来棟１階

　

患者支援センター内

j
麟卵篤疸和尚佃………訴=:,(lyこj才:ｻ1tぺや?ご?;

難病に関する

不安や悩み
意思伝達手段

診断・治療

レスパイト入院

長期療養施設

在宅での

療養生活

お金や生活の

　

支援制度

　

治療と

仕事の両立
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第２回ピアサポート研修会に参加して

　

県社会福祉総合センターにおいて10月30日

(日)群馬パース大学鎌田依里先生による｢難病

におけるピアサポートとは｣と題した、第２回

目の研修会が17人の参加で開催されました。

　

群馬/｀一

斜1ロ兼･

　　　　　　　

鎌田依里先生

　

当日、鎌田先生監修による絵本「難病と診断

されたあなたへ」が参加者に配布されました。

そこには、難病と診断された患者へのメッセー

ジが書かれており、難病と診断され不安や辛い

こともあるだろう、どうやって生きていけば良

いのかわからない時もあるだろうけど寄り添い

話を聞いてくれる人はたくさんいるよ、だから

新しい人生を創ろうと励ましてくださり、まる

で臨床心理士の先生がそばに居でくれるような、

優しい絵本です。

　

先生のお話は、難病と診断された本人は大き

な衝撃を受けるのでピアサポーターは相談者の話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
をじっくり聞くことで相談者は孤独感が和らぐ。

(治療について)

　

治療は、人により異なる→ピアサポーターは

相談者の話を一生懸命聞＜

相談者と考え、筥えを出すのは相談者なのでよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
く話を聞き寄り添う場を作る

(自尊心を取りもどす)

　

不安を感じていた相談者もピアサポーターや

多くの伸間との交流で自尊心を取り戻すことが

昭則々)年回目７日 第3哺郵便物認可□か｢16[nl5の目・Ｏび]目延行･1
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出来る（寄り添ってあげる）。相談者から話が

聞きたいと言われたら経験を伝え、そしてあな

たの考えや思いを大切にしていきたいと言う。

(ネガティブな知らせに対し

　　　　　　　　　

認めたくない気持ち)

社会の断絶

　

言葉で説明できない苦しみに寄り

添うために自分も原点に戻り混乱や落ち込みを

共有する。

(難病と共に生きる新しい人生を創る)

　

人生は自分を作ること自分の思い通りにいか

ない等不安や悩みがある。難病で人生が終わり

と思うが難病がすべてではない。

　

苦しみを抱えている人には専門職とピアサ

ポーターの両輪が必要。

　

そして、絵本には医療者と話すときの注意や

医師に聞きたいことを聞くための質問例などの

項目もあり医師との会話が困らなくなります。

それから、相談支援機関の紹介等も記載されて

おり、今この絵本は手元に置いて大活躍してお

ります。ありがとうございました。

　

第２回目の研修会では、ピアサポーターは相

談者の話をよく聴くことが大切なことと理解い

たしました。

参加者に配布された絵本

゛－－－。

Wが
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第３回ピアサポート研修会

　

鎌田依里先生の研修も今年度最後となりました。

県社会福祉総合センターにて１月15日（日）13時

半～15時半に14人の参加で開催しました。

　

今回は、フアシリデーター（司会兼報告者）

の役割についでの演習をグループで行いました。

フアシリデーターの役割は、①グループワーク

の目的を理解し、グループが目指す方向性を示

す②話を引き出す③話を深める④話をまとめる

（グループワークの結果を評価せず、メンバー

の協力に感謝を伝える）ことです。フアシリデー

ター（報告者）が進行役を兼ねる場合もありま

す。フアシリデーターのポイントとして、ファ

シリテーター自身は話し過ぎない、グループの

雰囲気をくみとる、議論に入り込まない、自由

で共感的な雰囲気をつくり、発言をほめたりし

ない（発言者が評価されているように感じる）

などがあります。

　

グループワークでは１人１人ファシリデー

ターを体験し、演習課題10個（演習２「おか

けさま」という言葉を聞いて感じたことを語り

合ってください。など）から１人１つ選び、そ

の課題についてグループ内で役割を決めて話し

合いグループ内で発表しました。フアシリテー

ター体験をしてみて、参加者全員の発言回数・

時間を均等にすることや、参加者がリラックス

して話し合いに参加できる雰囲気作りなど、と

ても難しいと感じました。

　

この研修会での経験を活かし、患者会での対

面やＺｏｏｍでの交流会、群難連での出前「難

病よろず相談室」、「難病よろず電話相談室」の

活動に活かしこいきたいと思いました。〈井田〉

　　　　　　　　　　　　　　　　

(5)

同肪自助Ｇ目則怨98官

出前『難病よろず相談室Jin安中

　

安中市文化センターにて12月４日（日）

午後１時30分～３時30分に出前「難病よろ

ず相談室」を開催しました。前回の安中市

での開催は2019年10月でしたので久しぶ

りとなりました。当日は、準備を始めた午

後１時頃に１人目のリウマチ患者の方が来

場され、机の準備が整ったあとでゆっくり

と今現在の病状や、生活などについてお話

しされていました。その後、リウマチ患者

１人、潰瘍性大腸炎の患者家族２人、腎臓

疾患の方が１人参加されました。皆さん、

相談員と時間の許す限りゆっくり話をされ

ていました。帰る際には「今日は話を聞い

てもらえてすっきりしました」との言葉を

いただき、私たち相談員も今後の相談室開

催への励みとなりました。

　　　　　

〈萩原〉

Ｉ
｀
―

-

irll令坦ず邨室
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JPA第34回幹事会

　

第34回幹事会が12月４日、損保会館での

対面とＷｅｂ（Ｚｏｏｍ）のハイブリッドで開

催となりました。 59人の出席があり群難連

から水沼がＷｅｂで参加しました。

　

冒頭、吉川代表理事よりあいさつがあり

議長と議事録署名人の選出が行われました。

　

始めに第一号議案2022年度活動報告・会

計報告があり内容は、以下の通りです。難

病対策、小児慢性特定疾患対策、慢性疾患

対策を含む医療政策・医療体制、新たな医

療についての取り組み、新型コロナウイル

ス対策、地域ブロック活動の強化、難病相

談支援センター、災害対策、障害者施策へ

の取り組み、就労、国際連携、国会請願行動、

難病・慢性疾患全国フォーラム、難病の日、

ＲＤＤ、難病患者サポート事業等の項目の説

明がありました。

　

特に難病対策では以下の内容で厚生労働

省に要望書を提出しています。

・医療費助成重症化診断時への遡りの実施

　

について

・軽症者データの登録や登録者証（仮称）

　

の発行について

・データの万全なセキュリティ、研究開発

　

への利活用について

　

その他の課題についても意見が出され、

会計報告が終わり１時間の途中休憩に入り

ました。

　

午後からは、第二号議案

　

まち構想につ

いて「（仮称）ＪＰＡみんなの町」難病等の患

者や支援者、理解者が集う「まち」をイメー

ジした新しいＷｅｂサイトが承認されまし

た。

第三号議案

　

要望書及び厚生労働省交渉に

ついて

・難病法、改正児童福祉法も目的と基本理

　

念に基づき、施行後５年以内の法の見直

　

しに向け行われた議論や、患者・家族・

患者団体の意見や実態調査結果等を踏ま

え、難病・長期慢性疾患患者をめぐる療

養・生活環境の諸課題への取り組みを要

望いたします。

幹事会は、辻常務理事からの閉会の挨拶で

終了いたしました。 〈水沼〉

II各会行事報告■

３年ぶりの「全国代表者会議」

《群馬肝臓友の会》

　

日本肝臓病患者団体協議会（日肝協）代

表者会議が11月３日（木・祝）～４日（金）

に大阪にて開催され、福田会長と共に出席

しました。

　　　　　　　　　

き

　

高齢者の２人が初めて大阪への旅です。

初めは、東京駅や大阪駅での乗り換えやホ

テルまでの道等が心配でしたが、子供が作

成してくれた詳細な案内図により余裕をも

ち会場のホテルへ到着できました。

　

初日は、夕食・懇親会で各県の患者会の

近況を聞きました。次の日は、主催者側の

あいさつに始まり来賓のあいさつ、関西医

科大学附属病院肝臓外科教授海堀昌樹先生

による「肝がんの治療について」の講演会、

代表者会議、分科会、全体会議と進みました。

休憩時間には他県の患者会と会の内情等の

話をして忙しく過ごしましたが、他県の良

いところは受け入れることができると参考
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になりました。有意義な意見交換ができ、

また次回を約束しました。

　

駅から駅への往復だけになりましたが満

足感に包まれ、出席できて良かったと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

〈桜井〉

｢基本的な感染症対策が大切｣

　　

コロナ禍の医療講演会

《全国膠原病友の会群馬県支部》

　

コロナ禍の中、11月27

日(日)県社会福祉総合セ

ンター203AB会議室にお

いて、講師に群馬大学医

学部附属病院腎臓・リウ

マチ内科の池内秀和先生

を迎え、｢膠原病と感染症｣

^a uu･
燃

！１
『
Ｉ
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１
－
。
。
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内ﾀ、

と題し、医療講演会を開催しました。感染

対策をしっかりとした会場で21人の参加者

でした。

　

感染症対策としで、基礎疾患のある人は、

基本的な手洗い・マスク（感染症になりに

くい生活）ワクチンの活用などが大切であ

ること、進歩した治療薬で低疾患活動性、

寛解を目指し病状が落ち着いた後で感染症

リスクがある薬の減量・休薬を主治医の下

で検討していくことが必要であること。ま

た感染症に感染して発熱外来に行くときは、

お薬手帳を持参し自分の病名を話すことを

忘れずにすることか必要と話されました。

『ノ jＳ●

　

最後に池内先生への質問コーナーでは、

多くの参加者から今飲んでいる薬のことや、

ワクチン、生活面についてなど多くの質問

があり時間の許す限り丁寧に筥えてくださ

いました。

　

参加者からは、わかりやすい言葉で丁寧

に説明していただけて大変よっかたと感想

をいただきました。

３年ぶりに「歳？忘れ交流会」

　　　　　

を開催

　　　

《(公社)日本リウマチ友の会群馬支部》

　

毎年12月に行っていた交流会も新型コロ

ナの影詣で開催できずにいましたが、昨年

12月12日(月)３年ぶりに開催することがで

きました。県社会福祉総合センターの会場

に13人の会員が集まりました。

　

距離をとって会食用のテーブルを配置し、

受付・景品・飲み物準備のテーブルも設置

しました。皆さん楽しみになさっていた様

子で、会場準備から手伝ってくださる方も

いました。

　

支部長あいさつから始まった交流会は、

会食、抽選会と進み最後に写真撮影となり

ました。皆さん嬉しそうにお喋りし、久し

ぶりの会食を満喫されていました。抽選会

では景品の他、角田農園(支部長宅)から

の農産物の特別くじもあり盛り上りました。

写真撮影には、当たった景品を持ってマス

クを取り写りました。今回の交流会が会員

同士の情報交換だけではなく楽しい時間に

なっていたらいいなと思います。

　

また、参加された会員に国会請願署名と

支部からのアンケートにご協力いただきま

した。アンケートのご意見を参考にして、

今後の交流会などの行事を開催していこう

と思います。



(8)

会員の声

「かちもない」とは？

　　　　　　　　　

〈リウマチ友の会

　

匿名〉

　

コロナが流行する前の私の楽しみは、県

内や東京をはじめ近郊の美術館を訪ねたり、

カフェや雑貨屋さんを散策したりすること

でした。

　

コロナの流行がはじまると仕事や普段の

買い物以外は家から出ない日が、日常にな

りました。友達と食事に行き会って話すこ

ともほとんどなくなり、夫と飼い猫にしか

話してない日もあります。５回目のコロナ

ワクチン接種とインフルエンザ予防接種を

済ませでも、まだ電車での移動には踏み切

れません。春になったら、マスクをしてお

出かけしてみようかなと思っています。

　

最近は、美術番組・健康番組・ドラマな

どを録画して楽しんでいます。最近見た健

康番組で、医療の情報を検索する時の注意

点を医師が「か・ち・も・な・い」を頭に

付けて紹介していました。

か

　

書いた人は誰？

ち

　

違う情報と比べたか？

も

　

元ネタは何？

な

　

何のための情報？

い

　

いつの情報か？

医療の情報は、日々変化しており、広告が

いっしょに表示されることも多いので、「か

ちもない」に気を付けて正しい情報にたど

り着けるようにしようと思いました。

昭f【146年6J川７日

　

第3哺郵便物認可(毎月剛口)５の日・０の日刺子)

　　　　　　　　　　

2023年２川18日発行

　

SSK増FI｣通巻第5851号

ず　

固向クリーン胞グＵ一割置１

　

イオン高崎店よりクリーン活動の参加案内が

届き、行ってきました。

　

朝の冷え込みが一段と厳しさを増した、11

月６日(日)３年ぶりにイオン高崎店周辺のク

リーン活動が行われました。

　

呼びかけに集まった近隣住民、各団体が８時

15分にイオン駐車場に集合し、頼岡ゼネラル

マネージャーのあいさつ、全体の写真撮影をし、

５つのグループに分かれイオン従業員の案内で、

それぞれの場所へ移動し交流を深めながら１時

間ほど清掃活動を行いました。

　

今後も群難連は活動に参加していきたいと思

います。

　　　　　　　　　　　　　　

〈福田〉

重度心身障害者医療費助成制度に

　　　

所得制限が導入されます

　

令和５年８月から、公平性の確保や制度の持

続可能性を踏まえ所得の基準が導入されます。

　

８月以降は「受給資格者本人」及び「配偶

者・扶養義務者」の所得に制限基準額が設けら

れ、毎年の判定が必要となります。

　

所得の判定は、１月～７月の申請の場合（例:

既に受給者証を持っている場合）は前々年度の

所得をもって、それ以外の場合（例：新規申請

の場合）は、前年の所得により判定します。

　

対象となる所得は、給与所得・譲渡所得・不

動産所得・雑所得（年金）等です。

　

市町村によって対象者の範囲が異なることが

あります。詳しくは、お住いの市町村の担当課

へお問い合わせください。
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J'

Ｓ{｀l
か々:４寄付御礼

　

東京電力労働組合の執行委員長新井淳一

さんが12月19日（月）群難連事務所にお

見えになり、群難連に多大なご寄付をいた

だきました。

挙妥/J･

群馬県地区本部執行委員長

　

新井淳一様

似j｡寄付御礼

(9)

　

上毛新聞より本年も「愛の募金」活動の

ご寄付の決定を受け、12月20日（火）上

毛新聞社で行われた「愛の募金」配分贈呈

式に群難連を代表して井田委員長が出席し

ました。配分金は、年３回の機関紙発行に

使わせていただきます。

哺

イオン高崎店よりギフトカードをいただきました

ＩＩＩ

－
・

　

2022年「イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」が８月に終了し、合計28,400円か群難連へ

に寄贈されました。このキャンペーンは、毎月11日のイオンデーに実施され、買い物レシート（この

日のレシートは黄色）をキャンペーンに参加している団体の箱に投函していただくことでレシートの

１％がその団体に寄贈されるものです。

　

今回いただいたギフトカードは、群難連事務所の事務用品、コピー用紙、プリンターインク等の購入

に使わせていただきました。ご協力ありがとうございました。

　

2023年も行われますので４月から８月の11日には、ご家族、友人、知人にお知らせいただき、

イオン高崎店でお買い求めのレシートを群難連の箱に入れてください。ご協力をお願いいたします。

2022年度賛助会費として群馬県内支援団体よりご協力いただきました。

厚く御礼申し上げます。

・連合群馬様

・群馬県医師会様

・群馬県歯科医師会様

・群馬県薬剤師会様

・群馬県看護協会様

・群馬県医療ソーシャルワーカー協会様

　　　　　　　　　　　　　　　

(順不同)
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〔nHht^jだ22　　≡.堕　　　　゜ｇ　　ｉ　≡．堕

　　　　

腰回廊汽0今夕９子

　

県社会福祉総合センターにて１月22日に群難連の顧問をお引き受けいただいている中沢丈一県議と

安孫子哲県議をお招きして開催しました。長きにわたり群難連の顧問としてご尽力いただいた中沢県議

は今年度をもって県議会議員を勇退されることとなり、後任に安孫子哲県議が群難連顧問に就任される

こととなりました。我孫子県議には、患者会の立場に立っての活動にご協力をお願いしていきたいと思

います。

前列

　

左より３人目中沢議員、４人目安孫子議員
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クロスワー

　

パズル

ド

タテ・ヨコのカギを

ヒントに空白を埋め、

Ａ～Ｈを順につなぎ

８文字の言葉を完成

させてください。

３　Ｄ 「 ■

フ　Ｈ
■8

■

10 - -♂ -
Ｅ

Ｉ
-
Ｂ

１２
■ ∩ Ｉ

１４ １５
　Ａ ｌ Ｉ

１６

１７ ■18
G

-20

■

Ｃ■ ■ ∩ ■

タテのカギ

　

１．海や川、湖などで魚を狙い

　　

ます

２.消防車とｰは119番

３.能楽で用いる仮面。「おも

　　

て」とよばれます

４．ドイツ発祥のお菓子。果汁

　　

などをゼラチンで固めた

　　

もの

　

５.主に鉄筋コンクリート造り

　　

の集合住宅

　

６,略称。東京を起点に新潟市、

　　

上越市を終点とする道路

10.携帯電話の普及で電話-

　　

もあまり見かけなくなりま

　　

した

１１．ジェットエンジンを使い飛

　　

行する飛行機
１３

ホール、 カップ、

　　

一樽
15.それさえなければ完璧なの

－－－－－

に！「玉に
」

会
と
な
り
ま
す
。
半
世
紀
に
わ
た
り
活
動

　

　
　
　

ヨコのカギ

　

１．北海道と九州には生息しま

　　

せん。胸元の白い模様が特

　　

徴的な熊です

７.想像上の動物。胴体はヘビ、

　　

頭に角を持ち長い□髭、足

　　

は４本

８.公の機関に属さないこと。

｢一企業｣｢･

ギー性-

ン！

18.札幌市･

　

令
和
５
年
度
も
難
病
よ
ろ
ず
相
談
室
、

　
　
　

療
養
医
療
相
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

　

　
　
　
　

ま
す
。
群
難
連
総
会
は
第
5
0
回
の
記
念
総

　

　
　
　

！」

人」

｣。
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〔応募要領〕

◆ハガキ裏面に今号の感想、筥え、

住所、氏名、電話番号を明記してく

ださい。◆応募先＝群馬県難病団体

連絡協議会（〒371-0843前橋市新

前橋町13-12群馬県社会福祉総合セ

ンター４Ｆ）◆締切= 2023年５月

８日（月）◆正解者の中から抽選で４

人の方に図書カードを贈呈いたします。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

lｍ】

86号の言え:｢世界進出｣

イ シ ヤ キ■ァ サ ネ
ン ■ -

- ノ ァ|シ ■ ユ

フ シ■ --

~ ズ■ タ キ

ル - ム ■ 利ナ コ ■
工 ツ ク ス ■シ ■ セ

ン ■ チ －
フ シ■ コ ン

ザ コ ■ イ 力|リ ヤ ■

■ ア ン ド ■ッ シ マ

　

応募ハガキにコメントをお寄せいた

だきありがとうございます。機関紙編

集委員皆で楽しく拝読しています!正

解者の中から４人の方に抽選の上、図

書カードをお送りしました。今号への

ご応募もお待ちしています。

■■－・－

事
務
局

だ
よ
り

9｡2024年に発行される５千

円札の顔は「津田
津田塾大学を創設

１０．「赤い羽根共同･

」

11.この時期気にしたいのは

｢加湿｣。夏場は｢･

12,麺を食べるときに使ったり

　　

調味料としても使います
13,花粉症は大丈夫？「アレル

14.一般的な単位はkPa (キ

　　

ロパスカル）。時々タイヤ

　　

の点検もしましょう！
16.剣道の掛け声「コテ！メ

１７,酢・砂糖・塩などをまぜた

　　

合わせ酢です

台は日本三大

　　

がっかり名所？
19.養殖生産量の日本一は広島

　　

県。二枚貝です
20.世間によくあること。「世

　　

のｰ」

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
自
粛

し
て
い
た
活
動
を
少
し
ず
つ
行
う
こ
と
が

で
き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
1
8
日

に
は
今
年
度
３
回
目
と
な
る
難
病
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
高
崎
駅
西
口
に
て
行
う

予
定
で
す
。
「
難
病
に
つ
い
て
」
「
患
者
会
に

つ
い
て
」
「
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
」
こ

と
を
一
般
の
方
々
、
今
現
在
病
気
を
抱
え

て
い
る
人
達
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
「
２
類
相
当
」

か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
群
難
連
で
は
令
和
５
年
度
も

感
染
防
止
対
策
を
心
が
け
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

16,東西が統一したのは1990

　　

年。車とビールとソーセー

　　

ジといえば

－－一一

で
き
た
こ
と
は
会
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
関
係
機
関
、
関
係
者
の
方
々
が
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

　

第
5
0
回
記
念
総
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
5
0
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

今
後
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
萩
原
〉
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毎年楽しみにしているシャ

コバサボテンが、この冬も

満開になりました。

自

縫製工場より分けてもらった端

切れで、布草履を作りました。

　　　　

かわいいペット、大切なものの

　　　　　　　　

冽写真を募集中丿

　

こちらのコーナーでは、かわいいペットや、ご自分の大切にして

いるものの写真を募集しています。ペットぱ写真・名前・性別・

コメント、大切なものにぱ写真・コメント’を添えてお送りくだ

さい。尚、郵送での写真については、返却いたしませんのでご了承

ください。

『会員の声』『我が家の自慢』送り先

・メールの場合

　

群難連メールアドレス

　

g-nanbyo@alpha.ocn.ne.jp

・郵送の場合

　

〒371-0843

　

前橋市新前橋町13-12

　

群馬県社会福祉総合センター４Ｆ

　

群馬県難病団体連絡協議会

　

機関紙編集係

皆様からのご投稿・お写真をお待ちしております。

●●●● ●●●●●

昭和46;f-;6月17日

　

第3陳郵便物認"[ (kμj6【"I 5 のE】・Oの日発行）

　　　　　　　　　　　

2023年２月18日発行

　

SSK増刊通巻第58引号

今後の行事予定

・第50回定期総会・大会

　

と

　

き：６月25日（日）10時～15時

　　　　

＊大会（詳細未定）

　

ところ：県社会福祉総合センター

　　　　　

８階大ホール

・出前「難病よろず相談室Jin長野原

　

と

　

き：フ月２日（日）

　

ところ：長野原町（詳細未定）

　

詳細については電話又はホームページ

よりご確認ください。

ﾆ･魯りａ９粂ａＳＯこ９り．

難病よろず電話相談室

難病患者の悩みや相談を、

難病患者の仲間が親切に応じます

毎月第２・第４日曜日

午後１時～午後４時

TEL ０２７－２５５－○０３５

　

個人の秘密は厳守します。

　

まずは、気軽にお電話を！

　

マ
ス
ク
生
活
が
は
じ
ま
り
早
い
も

の
で
３
年
に
な
る
。
も
う
マ
ス
ク
着

用
の
顔
し
か
知
ら
な
い
知
人
も
何
人

か
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
た
ま

に
水
分
補
給
な
ど
で
マ
ス
ク
を
外
す

と
き
に
、
「
ち
ら
つ
」
と
、
マ
ス
ク
な

し
の
顔
を
は
じ
め
て
知
る
こ
と
が
あ

る
。
親
し
く
な
っ
だ
の
に
本
当
の
顔

を
知
ら
な
い
人
も
い
る
ご
時
勢
で
あ

る
。

　

春
か
ら
「
５
類
」
に
な
り
世
の
中

は
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
生
活
が
は

じ
ま
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
私
は
、
少
し
不
安
が
あ
る
。

今
し
ば
ら
く
は
、
私
は
、
こ
の
ま

ま
マ
ス
ク
で
の
生
活
を
続
け
る
つ

も
り
だ
。

　

本
当
の
意
味
で
、
コ
ロ
ナ
を
気
に

せ
ず
に
生
活
す
る
の
は
ま
だ
少
し
先

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
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本
〉
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